
　

当
院
栄
養
科
で
は
年

25
回
の
行
事
食
を
計
画

し
、
使
用
し
た
長
野
県
食

材
を
紹
介
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え

た
り
、
全
国
厚
生
連
で

行
っ
て
い
る
全
国
各
地

の
郷
土
食
を
献
立
に
取

り
入
れ
る
取
組
に
も
参

加
す
る
な
ど
、
季
節
感
や

食
事
の
楽
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
入

院
中
の
患
者
さ
ん
の
回

復
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
１
回
は
西

山
地
区
の
郷
土
食
お
や

き
を
主
食
に
提
供
し
入

院
中
の
患
者
さ
ん
か
ら

は
と
て
も
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

おやきの日の献立

鹿児島の郷土食奄美の「鶏飯」
けいはん

《鶏飯の歴史・いわれ》
スープをご飯にかける「お茶漬け」のような料理です。
その昔、奄美群島に住む女性らは薩摩藩本土から渡っ
てくる威圧的な役人の気持ちを少しでも和らげようと
祈りつつ、できる限りの贅沢なもてなしをするため、料
理したのが始まりとされています。
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診察までの待ち時間は、前回に比べ我慢のできる範囲内と答えた方が増えた半面、診察を終えてから会計まで
の時間が長いというご意見を多くいただきました。
その他、外来診察室、駐車場などの施設面、職員の対応など改善点も多く指摘がありました。
また、今後充実・新設して欲しい診療科には整形外科・内科・脳神経外科が挙げられました。
皆さまからいただいたご意見は今後院内で改善等の検討を行っていきます。
なお、アンケートの詳細につきましては後日ホームページでご報告いたします。
アンケートにご協力いただきありがとうございました。今後も、ご意見、ご要望等ございましたらご遠慮なくお聞
かせください。今回いただいた意見を基にこれからも『信頼される病院づくり』に努めてまいります。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
日
本
で
も
４
価
の

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
」
が
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

は
３
価
（
Ａ
型
２
株
＋
Ｂ
型
１
株
）
だ
っ

た
ワ
ク
チ
ン
が
４
価（
Ａ
型
２
株
＋
Ｂ
型

２
株
）に
な
り
ま
す
。主
に
流
行
す
る
Ｂ

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
主
に
「
山
形
系

統
」
か「
ビ
ク
ト
リ
ア
系
統
」
と
呼
ば
れ

る
２
つ
の
タ
イ
プ
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、

両
方
が
同
時
に
流
行
す
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
た
め
、シ
ー
ズ
ン
前
に
ど
ち
ら
が

流
行
す
る
か
を
予
測
し
、一
方
だ
け
を
ワ

ク
チ
ン
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
両
方
が
入
っ
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
に
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、
ど

ち
ら
の
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
も
十
分
に
予
防
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、必
ず
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
く
と
万

が
一
発
症
し
た
と
し
て
も
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
小
さ
な
子
供
さ

ん
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を

防
ぐ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

こ
と
か
ら
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。当
院
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
小
児
科
以
外
予
約
不
要
で
す
。内

科
で
は
12
月
21
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

の
午
後
２
時
〜
３
時
ま
で
予
防
接
種
専

用
外
来
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。流
行
期

に
入
る
前
の
早
め
の
接
種
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　JA長野厚生連では３年に一度「厚生連医療アンケート」を実施しています。厚生連の利用状況、サービスの内
容、職員の対応に対する評価、施設の満足度や、地域の皆さまのご意見やご要望、日頃の私たちの活動について
率直なご意見をお聞きしたアンケート結果がまとまりましたのでご報告します。

外来診療の内容に対する評価 十分 25.6％ おおむね十分 62.8％
入院診療の内容に対する評価 十分 31.3％ おおむね十分 57.1％
 不十分 2.7％ 説明なし 1.4％

【不十分の理由】「様子をみましょう」との説明がわかりにくい。
入院したが、治療の方針や入院期間の見通し等について家族に説明がなかった。

救急診療の内容説明に対する評価 十分 34.1％ おおむね十分 54.1％

総合的な当院の満足度では前回調査を 10.4 ポイント上回る 69.3 ポイントの評価をいただきました。

JA長野厚生連地域医療アンケートを実施しました

医　師 61.7％
良い

33.7％ 4.6％

看護師 62.4％ 32.9％ 3.5％1.2％

薬剤師 50.6％ 29.1％ 0.6％2.5％

レントゲン技師 45.6％ 32.9％ 1.9％7.0％

検査技師 50.3％ 26.2％ 0.7％5.4％

リハビリテーション科 42.1％ 19.5％

受付･会計 58.1％ 32.6％ 7.6％ 1.2％

やや良い やや悪い 悪い 関わりがなかった

インフルエンザワクチンが変わりますインフルエンザワクチンが変わります

実施地域及び配付・回収数：信州新町を中心に当院の診療圏　配付数　290部　回収数187部

アンケート結果の中から抜粋

外来診療における職員の対応

薬局長　中沢 俊喜

第３４号 （2）平成27年11月20日



心肺蘇生・AED講習会
　長野市中条小学校のPTA
のみなさんを対象に、AED・心
肺蘇生講習会を行いました。
　この講習会は同小学校の
PTA主催のもので、夏休み前
に毎年行われているそうです。
　今回の講習は、当院の看護師４名が保護者･教員約４０名を
対象に、胸骨圧迫、気道確保、AEDの使い方を一つひとつ確認
しながら行いました。参加した保護者の方は、「毎年参加してい
るが今年は気道確保がうまくできました」、「実際にAEDを使う
場面はあってはならないが、今回のような講習をしっかり受けて
おくことでいざという時に実践できる」と話してくださいました。
　講師を行った当院宮島看護師は、「実際の場面に居合わせた
時は、傍観者にならず今回の講習を思いだし積極的に救命をし
てください」と講習をしめくくりました。

症例検討会
　病診連携の一環として行っている症例検討
会を開催しました。
　近隣の医院・診療所から紹介があった患者
さんの症例報告に続き、長野市消防局新町消
防署の小林和弘署長、竹本敏晃救急係長から
講演をいただ
きました。
　小林署長か
らは、「御嶽山
噴火災害に伴
う対応につい
て」と題し、昨
年の御嶽山噴火、神城断層地震の長野市消
防局の行った対応についてお話いただきまし
た。竹本係長からは、「救急救命士の行う救急
救命処置」と題し本年６月から改正となった救
急救命士の行える救急救命処置の内容を説
明いただき、中山間地の場合病院に到着する
時間を考慮した救急救命処置を、救急隊が行
えるようになったことの報告がありました。
　今後も、近隣の診療所・医院との連携を強
化して、地域の皆さまのために効率的な医療
提供をしていきたいと思います。

小川村保健補導員会で講演
　小川村の保健補導員のみなさんを対象に、当院小瀬川院長
が講演を行ました。
　胃がんの原因になると言われているピロリ菌について、胃が
ん健診の傾向や胃バリウム検査に変わりこれから厚生連が進め
ていく胃がんリスク健診（ABC健診）、胃内視鏡検査について
講演しました。昔は飲み水などの環境が悪く、高齢の方の多くは
ピロリ菌に感染しており、それが原因で70歳以上の方に胃がん
が増えていること、逆に４０歳～50歳台の方は胃がんに罹る率
が減っていることをあげ、早い時期にピロリ菌を除菌することが

胃がんの発生率を下
げるために有効であ
ると話されました。参
加したおよそ６０名
のみなさんは、メモを
取りながら熱心に聞
いていました。

　長野市信更町高野にお住いの、
高野正彦さんが当院デイケアを訪
れ、エレキギターの生演奏を披露
してくださいました。
　この日は利用者のみなさんの年
齢層にあわせ、演歌をおよそ１０曲

披露してくださり、利用者のみなさんはマイクを回しなが
ら1曲１曲を全員で熱唱しました。
　高野さんは、ご自宅で認知症の奥さんの介護をしなが
ら、長野市近郊のデイケアなどをボランティアで月に４～５
回訪れては、利用者の方に演奏を披露しているそうです。
　演奏の合間には奥さんの介護の体験を話していただ
き、「介護をしていく中で自分の家族が認知症や障害を

抱えていることを、周りの
人に知られるのは、決して
恥ずかしい事ではない。む
しろ病気を周りに理解し

ていただくことで、みんなが応援してくれます」と一人で
介護を頑張らない秘訣を笑顔で語ってくださいました。
　高野さんは５～６年前からエレキギターを始められた
そうで、現在は30曲以上のレパートリーがあり、訪れる
施設の利用者さんの顔ぶれを見ては、その日の演奏曲を
決めているそうです。
　最後に「北国の春」を歌い終えると、利用者さんからは
拍手とアンコールが湧き、生演奏のカラオケで楽しいひ
と時を過ごすことができました。

高校生１日看護師体験
　夏休みを利
用し高校生６
名が職場体験
を行いました。
看護部長から
看護師になる
ための進路について説明を受けた後、血圧の
測り方、患者さんの足浴などを体験しました。

新町病院トピックス新町病院トピックス

「カラオケで楽しいひと時」～デイケアみのり～
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こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
。

感
染
症
に
は
ご
注
意
下
さ
い
。

　

ま
ゆ
だ
ま
34
号
を
お
届
け

し
ま
す
。み
な
さ
ん
で
ご
高
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　日頃は関係スタッフ以外があまり立ち入ることのない栄養科の紹介
をします。
　栄養科職員は現在14名です。栄養科内は、厨房、下処理室・前処理室、
下膳室・洗浄室、検収室、配膳室、事務室、栄養相談室に分かれています。
床の色が色分けされており、各部屋の移動時は履き物を替え、手洗いを
して衛生管理の徹底をしています。
　食事アンケートを年４回実施し栄養科職員全員で患者さんの声に耳

を傾けることを心がけています。また毎月栄養科勉強会や食品衛生勉強会を開
いて職員の知識向上に努め、患者さんに元気になっていただくための食事作り
をしています。
　医師の指示により患者さんの栄養相談も行います。
　食事の内容や、カロリーなど相談はさまざまですが、患者さんに寄り添ったア
ドバイスができるよう奮闘しています。これからも食事や栄養相談を通し患者
さんの健康のためスタッフ一同頑張ります。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

○
10
月
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
が
変
わ
っ
て
い

ま
す
。も
う
一
度
お
手
元

の
保
険
証
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
一
カ
月
に
一
度
は

保
険
証
を
窓
口
に
ご
提
示

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
お
よ

び
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の

院
内
感
染
防
止
の
た
め
特

定
の
方
以
外
の
面
会
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。付
き
添

い
の
方
、
ご
家
族
の
方（
15

歳
以
下
の
方
は
禁
止
）
は

面
会
の
際
は
マ
ス
ク
の
着

用
と
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

手
指
消
毒
の
徹
底
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「栄 養 科」「栄 養 科」スタッフ紹介コーナースタッフ紹介コーナー

内視鏡室、各病棟の見学、血圧測定や聴診器を使って自分の心臓の音を聞いたりベッドからストレッチャーへの
移乗などを体験しました。

血圧をお互いに測定したり、患者さんの足浴、手浴も
体験しました。

手術室では手術前の手洗いを体験し手術室の見学も行いました。

中学生 職場体験･　
職場見学が行われました
中学生 職場体験･　
職場見学が行われました

　10 月に信州新町中学校の１、２年生８名、
小川中学校の２年生１名、中条中学校の２年
生１名が当院で職場体験、見学を行いました。

　この他にも検査科、
リハビリテーション
科、デイケア「みのり」
で体験を行いました。

薬剤科ではラム
ネ菓子を使い一
回分ずつの薬袋
に分包する器械
を操作しました。
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